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サイエンスカフェ「いわきの海と魚を語ろう」 
実行委員会の構成 
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サイエンスカフェは 
学び合いの場 

お茶を飲みながら、気軽に科学技術にかかわる話題に
ついて話し合う場。 

専門家が専門的な観点から話をした後、参加している
人たちで、そのテーマについて、話し合う。 

6 2011/11/20 

非専門の人たち 

専門家から何かを
学びとる 

他の人たちの意見
を知る 

いろいろな専門家 
非専門の人たちが 
考えていること、 
望んでいること、 
懸念していること、 
恐れていること 
を学ぶ 
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いわき市の基幹産業である水産業が、 

現在の厳しい状況から一歩踏み出していくために 

海や漁業に関わる様々な立場の方々が、 

情報を共有し、 

話し合い、 

これからの本市の海と魚と放射能につい

てともに考えていく 

 ための場です。 

いわきサイエンスカフェは… 
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2011年11月20日、福島県水産会館
（いわき市）に福島県およびいわき市
の水産業に関わる人々約30名が集まり、
第1回サイエンスカフェ「いわきの海
と魚を語ろう」（いわきサイエンスカ
フェ）が開催されました。 
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話題１「水産業の現状について」   
野﨑 哲 福島県漁業協同組合連合会 会長 

会場全体での質疑応答／意見交換 ﾎﾟｽﾄｲｯﾄに記入された質問と回答 

話題２「放射性物質分布のモニタリン
グと海洋生物への移行について」 

石丸 隆 東京海洋大学 教授 



2011/11/20 10 

日程 話題 

１ 2011年 
11月20
日 

1.福島県漁業の現状（野﨑 哲・福島県
漁連会長） 

深刻な漁業の現状 

漁業の再開に向けて、科学的知見を得
て、冷静に乗り切っていきたい 

2. 放射性物質分布のモニタリングと
海洋生物への移行について（石丸 

隆・東京海洋大学教授） 

 放射性物質の海洋生態系への取り込み 

 東京海洋大学の7月、10月の練習船に
よる調査 

いわきサイエンスカフェ での話題提供 
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日程 話題 

２ 12月17日 水産物における放射性物質のモニタリ
ング経過について（水野 拓治・福
島県水産試験場） 

福島第一原子力発電所事故に伴う福島県内

の水産物の緊急時モニタリング及び海水等

の環境放射能モニタリングの状況を中心に、

魚種ごとの放射性物質の数値の傾向や、海

水・海底土壌に含まれる放射性物質の拡散

状況など 

以後、
定番に 

いわきサイエンスカフェ での話題提供 



2011/11/20 12 

日程 Topics 

3 2012年 
1月15日 

1. 水産物における放射性物質のモニタリン
グ経過について（水野 拓治・福島県水産
試験場） 

2. 築地市場から見たいわきの水産物に
ついて（粟竹俊夫・NPO法人築地魚市場
銀鱗会理事長） 

 築地での水産物の扱いは、東北が4割を占
め、なかでも福島の魚は常磐物として築
地では評価が高い 

 原発事故以降、いわきをはじめ、福島の
魚が入荷せず、福島の魚が市場に並ばな
い状況が続いていること。 

定番 

いわきサイエンスカフェ での話題提供 
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日程 Topics 

4 2月18日 1. 水産物における放射性物質のモニタ
リング経過について（水野 拓治・
福島県水産試験場） 

2. 食品中の放射性物質の新たな基
準値について 

 平成24年4月から施行される食品中の放射
性物質の新たな基準値（年間線量1mSv）
について 

いわきサイエンスカフェ での話題提供 

定番 
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放射能物質による食品汚染
→リスク受容の問題に帰着 

•誰が、 

•どうやって、 

判断するのか？ 

2011年10月13日付 東京新聞 15 
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時代 

専門家への
信頼度 

私を信じ
なさい 

＜専門家にお任せ＞から＜一緒に考えよう＝参加＞の時代へ 

多義的 不確実 複雑 単純 

原発事故にともなう 
さまざまなリスク 一緒に考え

よう 



漁業における、これからのリスクコミュニケーション 
（浦野（2001）を参考に作成） 

情報交換・討議 

信頼関係の構築 行政 

漁業 

関係者 
研究者 

議員 

マスコミ 

市民団体・ 

消費者等 

加工・ 

流通業者 
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回を重ねるごとにいろいろな方々の参加が増えています 
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いわき市民 

市外の市民 

漁業者 

マスコミ 

ｱｸｱﾏﾘﾝ経由 



１ 

• Q いつ、どこで、だれがやっているの？ 

• A 月１回（土曜日）いわき市で水産業に
関わる人たちと市民がいっしょに開いて
います。 

２ 
• Q 何をやっているの？ 

• A 海と魚についての学び合いです。 

３ 

• Q なぜやっているの？ 

• A 原発事故による海と魚のリスクをみん
なで考えるためです。 

いわきサイエンスカフェは… 
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いわきサイエンスカフェは…（ふりかえりシートから） 

「内容が深刻なので所属を離れて個人の意見は出て
こないのでは？」≪第1回から≫ 

 「多種多様な職種の人間が集まり、意見交換する場
として最高です」  

「それぞれの立場からのご意見。ご興味のある点を
伺うことができて新鮮」 

「漁連、組合、加工業、漁業者の各々の意見が聞け
たことがよかった」 

 「情報発信の一手段となれば。」 

 「市や水産試験場のHP等でこのカフェで語られた内
容を発信してもらいたい」 

 「この会を県や国へ報告し検討していただきたい」 
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いわきサイエンスカフェの運営を 

続けていくうえでの課題は… 

参加できる人数の限界 

⇔現行30数人 

各セクターや地域の多層性への対処 

 例. 漁連―漁協―漁業者 

議論の深化 

 ⇔ 時間の制限、参加者のばらつき 

意思・政策決定との関わり 



いわきサイエンスカフェ 
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お問い合わせは 

いわき市農林水産部 

水産振興室 

河野（かわの）さんへ 
電話：0246-22-7487 

ファクス：0246-35-0777 
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